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…地学と切手1

｣欝灘灘鰍

/フランス著名人

シリｰズ中の

§歎キｰビェ切手

!加ニニ㌶行煎㌣㌶㌫貸

ミたカミ5月17目にアンドレ･ジイドと共にキュビエのが

江鴛)㍗㌫'㌫簑㌶胆

ミあったモンヘリアｰルで生れた.地質学史上では一般

/に天変地異説の主唱者として知られてレ･る古生物学

ξ者だったが生物学史上でも脊椎動物の比較解剖学確

1立鴛鴛享㌫る興味を持っておりヴユ

まルチンヘノレの学校で政治学を学んでいたが彼の目的は

!鴬二㌦つ望ア博鴛渡卒美㌫篇

ミ職はなく父の年金打ち切りのため彼はノノレマシディ

!;二鴛鴛二㌶鮒究二よ年簑箕

ミバンテン中央学校の教授に招かれバリヘ行った.

/･…年に洲大学比較解剖学の教授とだ/･…年

ミにはアカデミｰ科学部門の書記に選出されコレｰジュ

1ド'フランスの教授フランス学士院会員パリ大学総

長となり死ぬまで名声と権威を保持した

彼は研究と

葦調査をしながら定期印刷物を出版し死亡会員への賛辞

!孟貫ユヴエ汁への賛辞も1818年にキュビエが

､

㍍鴛11の弩鴛㌫とニニ麦ニニ㌫

生物を掘り出した.マンモス河馬さい熊狼彼ミ

はそれぞれの骨や破片の一部分をみれば目･属･種を/

見分けることが出来るほど比較解剖学に通じており2ミ

～3片から生存中の様子を再現出来た.これらの動物ミ

の墓鳩孟､1然学ζlll㍗㍍!

reBR0珊N工畑丁1770-1847)が協同研究者としてキュビミ

ェを指導した.し1リ周辺の鉱物学地理学および有1

機的遺物の研究｣(1811年)｢化石遺骸に関する研究｣;

貰㌶誓簑で㌫方1竈罵鴛1

うよりもはるかに偉大な仕事であり古生物学における書

鷺ζ鴛㍗㌫鷲黒㌶二:!

って行たわれていた.

彼の記載した化石は･･%は現在相当するもの1ミなかっ1

た.なぜ種と属さえも消えてしまったのか?なぜそミ

簑意簑瓢篁㌶ζζ:套ニニニニ;二芸1

間に答えようとした時にその科学的方法は挫折してしミ

妻1㌦信篇㌶肱:鴛㌻溝の二1

察と種の絶滅をみた上で彼は古い生物は地球がこうむ章

二㌶鴛簑t簑㌶時㌶簑簑地㌫

あるいは激変説といわれているものである.これは同奪

時代のラマノレク(畑n脱･t追蛇由Lム皿ARcK1744■1芒･)1

の生物進化や斉一説との論争と怒り後年に後輩のフイミ

;㌻㌫㌫黒?1鴛二1111

訪れ滅多に入ることの出来なかった研究室に入ることミ

簑㍗ニピ警臆二量㌶二島に二1

バリに来た年に彼は象の化石をみつけた.それは現がならない｣と賛辞をささげた.
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